
              

 

本
集
合
訓
練
は
、
総
監
訓
話
、

最
新
の
上
級
部
隊
施
策
や
方
面
主

要
事
業
の
趣
旨
と
内
容
等
の
徹
底

に
よ
り
、
中
隊
長
等
と
し
て
の
隊

務
運
営
能
力
の
向
上
を
図
る
目
的

で
行
わ
れ
た
。 

 

総
監
訓
話
で
は
、
国
を
護
る
と

い
う
こ
と
、
力
と
正
義
、
陸
上
自

衛
隊
と
中
部
方
面
隊
の
現
状
、
中

隊
長
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
目

標
の
確
立
と
日
々
の
研
鑽
等
に
つ

い
て
訓
話
さ
れ
、
中
隊
長
等
と
し

て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
「
内
的

規
範
」
と
は
何
か
を
テ
ー
マ
に
各

グ
ル
ー
プ
ご
と
、
活
発
な
意
見
を

案
出
さ
せ
、
公
に
奉
仕
す
る
仕
事

の
重
大
さ
、
内
的
規
範
を
向
上
さ

せ
る
今
後
の
具
体
策
を
共
有
さ
せ

た
。 

 

中
部
方
面
衛
生
隊
に
よ
る
人
体

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
を
用
い
た
第
一
線

救
護
の
訓
練
研
修
で
は
、
素
早
く

応
急
処
置
を
行
う
救
護
の
困
難
性

と
処
置
事
項
の
ポ
イ
ン
ト
を
肌
で

感
じ
さ
せ
た
。 

 

中
隊
長
等
は
、
本
訓
練
を
通
じ
、

総
監
の
意
図
と
方
面
隊
の
主
要
施

策
を
確
認
で
き
た
。 
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中
部
方
面
隊
は
、
５
月
９
日
（
木
）
か
ら

10
日
（
金
）
の
間
、
方
面
総
監
直
轄
部
隊
中

隊
長
等
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。 
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 写 真 

 写 真 

第１４旅団 

部
外
有
識
者
等
と
の
懇
談
会 

 

 
 
 

協
同
部
隊
の
練
度
向
上
を
図
る 
 
 

 

 
 

 

中
部
方
面
隊
は
、
５

月
21
日
（
火
）
か
ら
24

日
（
金
）
ま
で
の
間
、

自
衛
隊
統
合
防
災
演
習

に
参
加
し
た
。 

 

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
に
首

都
直
下
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
発
災
時

に
お
け
る
指
揮
幕
僚
活

動
等
に
つ
い
て
演
練
し

た
。 

 

訓
練
で
は
、
迅
速
な

部
隊
派
遣
、
通
過
部
隊

支
援
及
び
増
援
部
隊
の

派
遣
要
領
等
を
検
証
し
、

災

害

対

処

能

力

の

維

持
・
向
上
を
図
っ
た
。 

 
 

写 真 

写 真 

方
面
総
監
直
轄
部
隊 

 
 
 

中
隊
長
等
集
合
訓
練 
 
 

初
動
に
お
け
る
災
害
対
処
能
力
の
向
上 

 
 
 

約
○
，
○
○
○
○
人
が
来
場 

第一線救護訓練研修 

総監訓話 

グループ討議 

派遣される増強幕僚 

自
衛
隊
統
合
防
災
演
習 

最新の上級部隊施策を徹底 

 
 

 

第
10
師
団
（
師
団

長 

鈴
木
陸
将
）
は
、

愛
知
県
田
原
市
で
発

生
し
た
豚
コ
レ
ラ
に

対
す
る
愛
知
県
知
事

か
ら
の
災
害
派
遣
要

請
を
受
け
、
５
月
17

日
（
金
）
か
ら
今
年

度
３
回
目
の
養
豚
場

で
の
防
疫
活
動
を
実

施
し
た
。 

 

支
援
活
動
終
了
後
、

愛
知
県
知
事
か
ら
の

撤
収
要
請
を
５
月
20

日
（
月
）
に
受
け
活

動
を
終
了
し
た
。 

災害 
派遣 

（
愛
知
県 

・
田
原
市
） 

豚
コ
レ
ラ 

作業にあたる隊員 
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中
部
方
面
隊
の
各
師
旅
団
は
、

４
月
上
旬
か
ら
部
隊
集
合
訓
練

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
実
施
中
で

あ
る
。 

 

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
教
育
は
、

36
歳
以
下
で
陸
曹
・
陸
士
を
問

わ
ず
厳
し
い
資
格
条
件
の
基
準

に
合
格
し
た
隊
員
の
み
が
参
加

で
き
、
陸
上
自
衛
隊
で
最
も
過

酷
な
訓
練
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

い
る
。 

 

前
段
の
訓
練
で
は
、
必
要
な

気
力
・
体
力
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
地
図
判
読
、
水
路
潜
入
、

生
存
技
術
、
ロ
ー
プ
技
術
等
を

体
得
さ
せ
、
行
動
訓
練
（
錯
雑

地
や
急
峻
な
山
道
を
行
動
す
る

訓
練
）
に
必
要
な
体
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
。 

 

後
段
の
訓
練
で
は
、
各
種
状

況
下
を
含
め
た
想
定
の
も
と
行

動
訓
練
を
実
施
す
る
。
こ
の
間
、

戦
闘
に
必
要
な
重
装
備
等
を
携

行
さ
せ
、
不
眠
不
休
の
中
、
地

図
及
び
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
付 

部
隊
の
戦
傷
治
療
能
力
を
向
上 
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体力調整 

 

５
月
22
日
（
水
）
、
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
県
の
自
衛
隊
協
力
団

体
（
防
衛
協
会
、
隊
友
会
及
び
自
衛
隊

家
族
会
）
主
催
に
よ
り
第
49
回
中
国
・

四
国
地
区
自
衛
隊
協
力
団
体
長
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。 

 

本
会
議
の
結
果
、
４
つ
の
議
題
（
①

憲
法
に
お
け
る
自
衛
隊
の
位
置
付
け
等

の
明
確
化
、
②
自
衛
隊
の
任
務
・
役
割

に
応
ず
る
必
要
な
人
員
・
予
算
の
確
保
、

③
自
衛
隊
員
の
処
遇
改
善
、
④
地
方
自

治
体
の
危
機
管
理
に
対
す
る
積
極
的
関

与
）
に
つ
い
て
採
択
さ
れ
た
意
見
を
政

府
・
与
党
等
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。 

 
 

会
議
に
引
続
き
、
岸
川
総
監
が
、

「
今
後
の
防
衛
力
そ
し
て
中
部
方
面
隊

の
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
約
１
４

０
名
の
聴
衆
者
に
、
防
衛
計
画
の
大
綱
、

中
部
方
面
隊
の
各
種
活
動
情
況
及
び
自

衛
隊
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
講
話
し
て

喝
采
を
浴
び
た
。 

 
  

講
話
終
了
後
に
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、

各
県
の
自
衛
隊
協
力
団
体
等
と
活
発
に

意
見
交
換
を
行
い
、
各
協
力
団
体
相
互

の
連
携
を
確
認
し
た
。 

ヘリからの降下訓練 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
の
練
度
を
向
上 

総監訓示 

 
 

 
 

 
 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、

５
月
９
日
（
木
）
か
ら
10

日
（
金
）
の
間
、
伊
丹
駐

屯
地
に
お
い
て
、
令
和
元

年
度
地
方
協
力
本
部
長
会

議
（
上
半
期
）
を
実
施
し

た
。 

 

会
議
で
は
、
募
集
・
援

護
・
予
備
自
衛
官
業
務
等

最
新
施
策
の
共
有
を
行
う

と
と
も
に
、
人
材
確
保
に

関
す
る
討
議
を
実
施
し
た
。 

 

総
監
は
訓
示
に
お
い
て

「
人
材
の
確
保
は
、
自
衛

隊
存
立
の
た
め
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
地
本
長
自 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
５
月
20
日
（
月
）
か
ら
24
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
第
１
回
駐
屯
地
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
集
合

訓
練
を
伊
丹
駐
屯
地
で
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
年
５
回
実
施
し
、
約
１
０
０
名
の
駐

（
分
）
屯
地
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
要
員
に
必
要
な
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
技
術
を
付
与
す 

カウンセリング実習 

講話を行う岸川総監 

水路潜入 

 
 

地
方
協
力
本
部
長
会
議
（
上
半
期
） 

駐屯地カウンセラー集合訓練 組織存立の危機感を共有 

レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
訓
練
を
開
始 

中国・四国地区自衛隊協力団体長会議 

困 難 を 乗 り 越 え 栄 光 を 勝 ち 取 れ 

各
協
力
団
体
相
互
の
連
携
を
確
認 

ら
が
、
危
機
的
状
況
を
認
識
し
、
各
課
の
努
力
を
集
結
さ

せ
、
任
務
達
成
に
邁
進
せ
よ
。
地
本
長
の
強
い
意
志
の
保

持
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
檄
を
飛
ば
し
奮
起
を
促
し
た
。 

 
 

 

る
も
の
で
あ
る
。 

 

訓
練
で
は
、
鬱
や

自
殺
に
関
す
る
基
礎

知
識
、
傾
識
聴
技
法
、

希
死
念
慮
の
確
認
な

ど
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
実
習
に
よ
り
演
練

し
た
。 

 
 

 

訓
練
終
了
後
は
、

練
度
判
定
が
行
わ
れ
、

４
名
の
合
格
者
に
担

任
官
よ
り
認
定
証
が

交
付
さ
れ
た
。 

与
さ
れ
た
任
務
遂
行
の
た
め
道

な
き
道
を
行
動
さ
せ
る
。 

 

隊
員
は
、
７
月
上
旬
ま
で
訓

練
に
臨
み
、
ど
ん
な
過
酷
な
訓

練
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
な

固
い
意
志
を
持
っ
て
任
務
を
完

遂
で
き
た
証
で
あ
る
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
き
章
を
獲
得
す
る
ま
で
、

同
期
達
と
一
致
団
結
し
て
あ
ら

ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
生
涯

の
友
を
得
て
い
く
。 

 
 

２０１９年５月３０日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

（３） 

各
駐
屯
地
で
記
念
行
事 

部
外
有
識
者
と
の
懇
談
会 

 

式
典
等
は
、
感
謝
状
贈
呈
式
、

観
閲
式
（
行
進
）
、
訓
練
展
示
及

び
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
な
わ

れ
、
周
辺
地
域
の
方
々
と
自
衛

隊
・
隊
員
が
ふ
れ
あ
う
絶
好
の
機

会
と
な
っ
て
い
る
。 

 

第
３
師
団
（
千
僧
駐
屯
地
）
の

記
念
日
行
事
で
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
約
１
万
５
千
人
が
来
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
一
端
を
見
学
す
る

と
と
も
に
、
戦
車
の
体
験
試
乗
等

を
楽
し
ん
だ
。 

 

ま
た
、
中
部
方
面
混
成
団
（
大

津
駐
屯
地
）
で
は
、
今
年
４
月
に

入
隊
し
た
女
性
自
衛
官
候
補
生
が

統
制
の
と
れ
た
自
衛
隊
体
操
で
溌

剌
と
成
長
の
証
を
披
露
し
、
約
6

千
人
の
来
場
者
を
魅
了
し
た
。 

 

青
野
原
駐
屯
地
で
は
約
4
千
５

百
人
、
高
知
駐
屯
地
で
は
約
３
千 

写 真 

フォトオブザイヤー２０１８  

写 真 

駐（分）屯地カウンセラー集合訓練 

高知駐屯地 

大津駐屯地 

千
僧
・
大
津
・
青
野
原
・
高
知
駐
屯
地 

総監挨拶 

入

選

作

品

紹

介 

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊 

２
等
陸
曹 

河
田 

光 
 

タ
イ
ト
ル
「
即
動
必
遂
」 

 

 

４
月
29
日
（
土
）
中
部
方 

 
 
 
 
 

 

面
総
監
部
は
、
中
方
防
衛
懇
話

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
第
47

回
「
新
緑
を
め
で
る
会
」
を
伊

丹
市
内
の
官
舎
地
区
に
お
い
て

実
施
し
た
。 

 

今
年
は
、
各
協
力
諸
団
体
会

長
等
、
藤
原
伊
丹
市
長
、
在
大

阪
イ
タ
リ
ア
総
領
事
（
ル
イ
ー

ジ
・
デ
ィ
オ
ダ
ー
テ
ィ
ー
氏
）
、

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
代

理
（
リ
ニ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ブ

氏
）
、
在
大
阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領

事
代
理
（
レ
・
フ
ィ
ー
・
ホ
ア

ン
氏
）
、
第
３
師
団
長
を
は
じ

め
、
近
隣
の
指
揮
官
等
を
含
む

約 

１
４
０
名
が
参
加
し
た
。 

 

澄
み
き
っ
た
青
空
の
も
と
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
盛
会
に
行

わ
れ
た
。 

 

中
部
方
面
隊
で
は
、
風
薫
る
５
月
、

各
部
隊
・
各
駐
屯
地
に
お
い
て
創
隊
・

創
立
記
念
日
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。 

千僧駐屯地 

部外有識者等との懇談 

日
頃
の
活
動
に
感
謝
を
こ
め
て 

部外有識者との懇談会 

青野原駐屯地 

第
十
四
旅
団
（
旅
団
長 

大

西
陸
将
補
）
は
、
四
月
二
十

三
日 

（
日
）
善
通
寺
駐
屯
地
等
に

お
い
て
、
第
十
四
旅
団
創
隊

十
一
周
年
・ 

善
通
寺
駐
屯
地
開
設
六
十
七

周
年
記
念
行
事
を
執
行
し
た
。 

 

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

半
世
紀
ぶ
り
の
市
中
パ
レ
ー

ド
を 

行
う
と
と
も
に
、
駐
屯
地
内

で
は
、
観
閲
式
、
子
供
広
場
、

模
擬 

戦
闘
訓
練
等
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
約
一
万
五
千
人
の
見
学

者
で
終 

日
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。 

第
３
特
科
隊
本
部 

２
等
陸
尉 

中
岡 

初
年 

 

タ
イ
ト
ル
「
退
官
の
日
」 

 
人
が
訪
れ
、
各
駐
屯
地
は
、
終
日
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ

た
。 

高知駐屯地 

２０１９年５月３０日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

      

関
西
補
給
処
三
軒
屋
弾
薬
支
処
は
、

昨
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
自
衛

隊
家
族
会
の
定
期
総
会
に
初
め
て
出
席

し
て
家
族
支
援
施
策
の
概
要
を
説
明
し
、

更
な
る
家
族
支
援
へ
の
協
力
を
依
頼
し

た
。 

 
 

 

昨
年
７
月
と
11
月
に
は
、
岡
山
県
自 

衛
隊
家
族
会
が
主
体
と
な
り
、
家
族
支

援
調
整
会
議
を
開
催
し
、
岡
山
県
内
の

災
害
時
に
お
け
る
隊
員
家
族
の
安
否
確

認
要
領
に
つ
い
て
岡
山
県
自
衛
隊
家
族

会
、
同
隊
友
会
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協

力
本
部
、
日
本
原
駐
屯
地
及
び
三
軒
屋

駐
屯
地
の
五
者
に
よ
る
認
識
を
統
一
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・
部

隊
等
の
家
族
支
援
に
対
す
る
取
組
の
現

状
、
懸
念
事
項
等
を
共
有
し
て
、
連
携

基
盤
の
強
化
を
図
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
岡
山
地

本
Ｏ
Ｂ
会
に
つ
い
て
も
本
家
族
支
援
施

策
に
賛
同
を
い
た
だ
き
、
参
画
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

 

今
年
度
は
、
令
和
の
新
し
い
時
代
の

節
目
と
捉
え
、
各
関
係
団
体
を
主
体
と

し
た
「
家
族
支
援
連
携
協
議
会
」
を
設

立
・
協
定
を
締
結
し
、
よ
り
充
実
し
た

家
族
支
援
態
勢
を
構
築
し
て
、
隊
員
が

安
心
し
て
任
務
に
ま
い
進
で
き
る
態
勢

を
築
い
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第３０回） 三軒屋弾薬支処 

 
 

 

第
14
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
長
を
拝
命

し
、
約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
間
、
30
部
隊
実
験
（
将
来
に
向
け
た
新

た
な
部
隊
の
行
動
検
証
）
、
冬
季
訓
練
等

を
経
て
、
平
成
31
年
度
４
月
に
第
４
中
隊

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。
中
隊
長
と

し
て
指
揮
す
る
に
当
た
り
、
「
指
揮
の
要

訣
の
実
践
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。 

 
検
閲
で
は
、
現
場
に
進
出
し
、
企
図
を

確
立
し
、
適
時
適
切
な
命
令
を
与
え
て
そ

の
行
動
を
律
す
る
よ
う
着
意
し
て
い
ま
す

が
、
部
隊
の
掌
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り

余
計
な
指
示
を
す
る
な
ど
、
自
分
の
力
不

足
や
、
指
揮
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 
 

さ
て
第
14
普
通
科
連
隊
は
、
金
沢
駐
屯

地
に
所
在
し
、
北
陸
三
県
の
福
井
、
石
川
、

富
山
の
防
衛
警
備
等
を
任
務
と
し
て
い
ま

す
。
連
隊
は
、
昨
年
度
よ
り
隊
区
の
地

形
・
地
誌
等
を
知
ら
ず
し
て
郷
土
を
守
れ

な
い
と
の
認
識
か
ら
、
海
岸
線
等
を
歩
く

１
０
０
キ
ロ
行
進
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
中
隊
も
、
富
山
県
西
部
を
担
任
し
、

各
種
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
い
ち
早

く
現
場
に
進
出
し
、
救
出
・
救
助
活
動
等

が
実
施
で
き
る
よ
う
行
進
訓
練
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
演
習
場
で
の
訓
練
だ
け
で

な
く
、
生
地
に
お
け
る
訓
練
も
実
施
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
任
務
に
迅
速･

的
確
か
つ
機
動

的
に
対
処
で
き
、
か
つ
地
域
に
信
頼
さ
れ

頼
ら
れ
る
部
隊
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

第１４普通科連隊 
  第４中隊長 
 （金沢駐屯地） 
   ３等陸佐  

  奥田 佳央 

 

青
野
原
駐
屯
地
は
第
８
高
射
特
科
群
を

は
じ
め
と
す
る
部
隊
が
所
在
す
る
駐
屯
地

で
す
。
創
設
当
時
、
駐
屯
地
の
住
所
を
新

た
に
「
桜
台
」
と
名
づ
け
る
こ
と
と
し
、

多
数
の
桜
の
苗
木
の
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

今
も
４
月
に
は
数
多
く
の
桜
が
鮮
や
か
に

咲
き
誇
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
小
野
市
、
加
西
市
、
加
東
市
に

ま
た
が
る
青
野
ヶ
原
演
習
場
は
、
明
治
22

年
１
月
に
陸
軍
の
軍
馬
育
成
場
と
し
て
発

足
し
た
後
、
演
習
場
と
し
て
使
わ
れ
、
現

在
は
、
日
々
多
く
の
部
隊
が
訓
練
に
使
用

し
て
い
ま
す
。 

 

駐
屯
地
が
所
在
す
る
小
野
市
は
古
く
か

ら
そ
ろ
ば
ん
の
生
産
地
と
し
て
栄
え
、
そ

の
職
人
た
ち
の
間
で
よ
く
食
べ
ら
れ
た

「
お
の
恋
ホ
ル
モ
ン
焼
そ
ば
」
が
名
物
で

す
。
駐
屯
地
の
食
堂
で
も
、
名
物
献
立
と

し
て
鉄
板
で
焼
い
た
ホ
ル
モ
ン
焼
き
そ
ば

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に
旨
み
と
甘
み

の
多
い
小
腸
を
食
感
の
い
い
そ
ば
と
あ
わ

せ
て
焼
い
て
い
ま
す
。
甘
辛
ソ
ー
ス
の
焼

け
る
香
り
が
好
評
で
す
。 

 

他
の
メ
ニ
ュ
ー
も
美
味
し
さ
を
追
求
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 

第５０普通科連隊本部管理中隊 
    （高知駐屯地） 
  陸士長  奥村 彩乃   

新婚旅行 

 写 真 

第１回家族支援調整会議 

おの恋ホルモン焼きそば 

（４） 

 
 

 

「○
○
○
○
○
○
」 

っ 

 「青野原駐屯地」 

 

私
は
平
成
29
年
４
月
に
一
般
曹
候
補
生
と
し

て
入
隊
し
、
現
在
は
衛
生
小
隊
に
所
属
し
て
お

り
、
受
入
後
送
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

最
近
は
、
健
康
係
助
手
と
し
て
事
務
的
業
務

を
し
つ
つ
、
産
休
時
の
業
務
の
引
き
継
ぎ
に
向

け
た
諸
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

 

妊
娠
中
と
い
う
こ
と
で
、
訓
練
を
は
じ
め
参

加
で
き
な
い
業
務
が
や
や
増
え
ま
す
が
、
上
司

の
方
々
が
と
て
も
気
に
か
け
て
下
さ
る
お
か
げ

で
負
担
の
な
い
範
囲
で
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
調
を
気
遣
っ
て
下

さ
る
方
が
職
場
に
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
居
心

地
良
く
過
ご
す
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。 

 

今
は
夫
が
陸
曹
候
補
生
を
目
指
し
て
お
り
、

一
緒
に
い
る
時
間
が
限
ら
れ
、
時
に
不
安
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
夫
婦
で
乗
り
切
り

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
産
や
育

児
と
大
変
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
自
衛
隊
生
活
で
培
っ
た
体
力
と
精
神

力
で
子
育
て
を
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

産
後
、
仕
事
に
復
帰
し
た
ら
、
自
分
に
与
え

ら
れ
た
任
務
を
し
っ
か
り
遂
行
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。 

健康係助手業務  

第
50
普
通
科
連
隊 

 

（
高
知
駐
屯
地
） 

陸
士
長 

奥
村 

綾
乃 
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